
664 

撃

界

展i
望 !

西
暦
十
三
世
紀
の
小
ア
ツ
ア

井

造

谷

鋼

小
ア
ジ
ア
〈
ア
ナ

ト
リ
ア
)
半
島
は
ア
ジ
ア
の
西
端
に
位
置
し
、
古
来
幾
多

の
民
族
の
支
配
下
に
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
こ
の
地
の
主
と
な
っ
た
の
は
現
在

の
ト
ル
コ
共
和
園
を
形
成
す
る
ト
ル
コ
人
で
あ
る
。
彼
ら
は
西
暦
十
一
世
紀
以

来
、
小
ア
ジ
ア
(
嘗
時
は
ル

l
ム

河
口
ヨ

地
方
と
呼
ば
れ
て
い
た
)
に
流
入

し
、
こ
の
地
を
住
地
と
し
て
数
世
紀
を
経
た
後
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
三
大
陸
に
跨
る
世
界
的
な
大
帝
園
オ
ス
マ

l
ン
朝
園
家
を
う
ち
た
て

た
輝
か
し
い
過
去
を
持
つ
。
オ
ス
マ

l
ン
朝
園
家
は
西
暦
一
四
五
三
年
に
コ

ン

ス
タ
ン
テ
ィ
ノ

l
プ
ル
を
攻
略
し
、
ピ
ザ
ン
ツ
帝
園
を
滅
.
ほ
し
て
以
来
、
そ
の

華
々
し
い
活
動
の
舞
墜
を
バ
ル
カ
ン
半
島
の
側
に
移
し
て
し
ま

っ
た
と
言
わ
れ

る
が
、
小
ア
ジ
ア
が
そ
の
後
も
オ
ス
マ

l
ン
帝
園
に
お
い
て
枢
要
の
位
置
を
占

め
た
こ
と
は

河口
S
A
Z
(オ
ス
マ
l
ン
帝
園
の
バ
ル
カ
ン
宇
島
側
領
域
)
と

〉

E
ι
o
Z
(小
ア
ジ
ア
側
)
が
並
び
稽
さ
れ
た
如
く
今
世
紀
に
到
る
ま
で
幾
ら

な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
小
ア
ジ
ア
は
十
一
世
紀
末
よ
り
現
在
に
到
る
ま
で
彼
の

地
に
居
住
し
た
ト
ル
コ
人
に
と
っ
て
租
圏
と
な
っ
た
土
地
で
あ
り
、
現
在
の
ト

ル
コ
共
和
園
に
連
な
る
オ
ス
マ
l
ン
朝
を
初
め
と
す
る
ト
ル
コ
人
園
家
が
生

れ
、
育
っ
た
地
域
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
小
ア
ジ
ア
の
地
は
、
地
闘
を
見
れ

ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
北
は
黒
海
、
南
は
地
中
海
に
面
し
、
西
は
バ
ル
カ

ン
学
島
に
接
し
、
東
は
ア
ル
メ
ニ
ア
、
グ
ル
ジ
ア
か
ら
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
地

方
に
連
な
り
、
東
南
は
シ
リ
ア
と
上
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
(
え
山
富
可知

地
方
〉
に

到
り
、
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ

ッパ

、
コ

l
カ
サ
ス
と
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
を
つ
な
ぐ
接

黙
と
な
っ
て
い
る
。
東
西
を
結
ぶ
交
通
路
が
幾
本
も
小
ア
ジ
ア
を
通
過
し
、
こ

う
し
た
事
情
で
小
ア
ジ
ア
は
世
界
史
上
の
諸
事
件
の
数
々
に
遭
遇
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
古
く
は
ア
ケ
メ
不
ス
朝
ベ
ル
シ
ャ
と
ギ
リ
シ
ャ
の
戦
役
や
ア
レ
ク
サ

ン
ダ

l
大
王
の
東
方
遠
征
か
ら
、
中
世
の
十
字
軍
運
動
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
西

征
、
あ
る
い
は
テ
ィ
ム

l
ル
の
遠
征
な
ど
、
ど
れ
も
小
ア
ジ
ア
を
通
過
し
て
、

あ
る
い
は
舞
啓
一と
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
小
ア
ジ
ア
の
地

は
世
界
史
と
も
深
く
か
か
わ
る
地
域
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

西
暦
十
一
世
紀
末
以
来
、
十
四
世
紀
初
め
に
ア
ナ
ト
リ
ア
の
透
境
で
オ
ス
マ

l
ン
朝
園
家
が
産
聾
を
上
げ
る
ま
で
の
二
百
年
以
上
の
期
間
小
ア
ジ
ア
の
主
要

部
は
セ
ル
ジ

ュ
l
ク
朝
の
ス
ル
タ

l
ン
(
ル

l
ム
・
セ
ル
ジ
ュ

l
ク
朝
)
の
統

①
 

治
下
に
あ

っ
た
。
こ
の
セ
ル
ジ
ュ

l
p
朝
の
ス

ル
タ

l
ン
政
権
(
ル

l
ム
・
サ

ル
タ
ナ
ト

ω長
自
白
土
河
口
自
)
は
現
在
の
ト
ル
コ
の
最
も
古
い
直
接
の
組
先

と
呼
べ
る
で
あ
ろ
う
。
従
来
、
我
園
の
皐
界
で
は
十
一
世
紀
末
以
来
オ
ス
マ

l

ン
刺
創
建
に
到
る
小
ア
ジ
ア
の
歴
史
に
関
す
る
研
究
は
皆
無
と
い
っ

て
よ
い
。

僅
か
に
三
橋
冨
治
男
氏
の
文
献
紹
介
の
た
め
の
一
篇
の
論
文
「
小
ア
ジ
ア
(
ル

ー
ム
)
H
H
セ
ル
ジ
ュ

l
ク
靭
史
研
究
の
た
め
の
本
原
史
料
と
傍
歪
史
料
」
(千
葉

大
摩
文
理
拳
部
紀
要
文
化
科
皐
篇
第
二
瞬
、
一
九
六

O
)
を
見
出
す
の
み
で
あ

る
。
本
稿
で
は
小
ア
ジ
ア
の
セ
ル
ジ

ュ
l
F
朝
図
家
の
歴
史
を
概
観
し
た
上
で

ヨ
ー
ロ

ッパ

お
よ
び
ト
ル
コ
に
お
け
る
諸
研
究
を
紹
介
し
、
併
せ
て
筆
者
自
身

の
展
望
を
記
し
て
お
き
た
い
。
西
暦
十
三
世
紀
と
い
う
時
代
を
選
ん
だ
の
は
小

ア
ジ
ア

の
セ
ル
ジ
ュ
l
ク
朝
園
家
に
関
る
史
料
の
多
く
が
こ
の
世
紀
以
降
に
書

か
れ
た
こ
と
の
他
に
、
小
ア
ジ
ア
の
ト
ル
コ
人
の
歴
史
と
い
う
観
貼
か
ら
も
、

ま
た
慶
く
世
界
史
的
な
観
熱
か
ら
も
こ
の
時
代
が
と
り
わ
け
重
要
で
あ
る
と
考
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西
暦
十
世
紀
後
半
以
来
、
西
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
の
中
心
地
バ
グ
ダ

ー
ド
は
シ
l
ア
波
を
奉
ず
る
ダ
イ
ラ
ム
人
の
プ
ワ
イ
フ
朝
の
統
治
の
下
に
あ
っ

た
が
、
十
一
世
紀
後
半
に
到
り
、
東
方
よ
り
吋
O
間
宮
己
回
品
に
務
い
ら
れ
た

セ
ル
ジ
ュ

l
p
朝
の
軍
隊
が
イ
ラ

ン
を
綴
て
侵
攻
し
、
一

O
五
五
年
に
は
バ
グ

ダ
ー
ド
に
入
城
し
て
こ
の
町
を
再
び
ス
ン
ナ
波
の
手
に
取
り
戻
し
た
。
セ
ル
ジ

ュ
l
p
朝
は
ト
グ
ル
ル
・
ベ
グ
を
繕
い
だ
〉
芯
〉
Z
Fロ
の
も
と
に
大
帝
園

を
形
成
し
、
エ
ジ
プ
ト
の
フ
ァ
l
テ
ィ
マ
朝
と
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
を
二
分
す
る

形
勢
を
現
出
し
た
。
ト
ル
コ
で
は
こ
の
セ
ル
ジ
ュ
l
p
朝
を
大
セ
ル
ジ
ュ
l
ク

回
S
E
r
ω
巴

2
E三
宮
と
呼
ぶ
。
セ
ル
ジ
ュ

l
p
朝
の
英
主
ア
ル
プ

・
ア
ル

ス
ラ
ン
は
小
ア
ジ
ア
に
遠
征
し
て
一

O
七
一
年
東
部
ア
ナ
ト
リ
ア
の
マ
ラ
ズ
ギ

ル
ド

(ζ
と仙

N
E正
日
玄

g
N
F君
。
で
ピ
ザ
ン

ツ
帝
園
の
軍
隊
を
撃
破
し
、
時

の
ぜ
ザ

ン
ツ
皇
帝
ロ
マ
ヌ
ス
・
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
〈
〉
司
自
白
ロ
目
的
)
を
虜
と
す
る
大

勝
利
を
得
た
。
こ
の
事
件
を
契
機
に
小
ア
ジ
ア
ヘ
大
量
の
ト
ル
コ
人
(
ト
ル
コ

マ
ン
〉
が
流
入
し
た
。
そ
し
て
マ
ラ
ズ
ギ
ル
ド
の
勝
利
か
ら
十
年
を
経
た
一

O

八
一
年
に
は
ピ
ザ
ン
ツ
帝
闘
の
都
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
l
プ
ル
に
程
近
い
ニ
ケ

I
ア
の
町
が

ω己
主

E
E
r
5
0ロ
g
-
g
g
r
の
手
中
に
あ
っ
た
。
こ
の
人
物

こ
そ
ル

i
ム
の
ス
ル
タ

l
ン
た
ち
の
租
で
あ
る
。
そ
し
て
イ
ス
ラ

l
ム
敬
徒
に

よ
る
ニ
ケ

l
ア
の
攻
略
は
ピ
ザ

ン
ツ
帝
園
に
脅
威
を
輿
え
、
こ
の
事
件
が
一
因

と
な
っ
て
ピ
ザ
ン
ツ
皇
帝
の
要
請
に
よ
り
西
欧
に
十
字
軍
切
組
織
さ
れ
た
こ
と

は
史
上
有
名
で
あ
る
。
ス
ラ
イ
マ
l
ン
の
父

0
5と
ヨ
g
v
は
大
セ
ル
ジ
ュ
ー

ク
朝
の
初
代
ス
ル
タ
l
ン
・
ト
グ

ル
ル
・
ベ
グ

の
従
兄
弟
に
あ
た
る
。
ク
タ
ル

ム
シ
ュ
の
父

Z
S
J
-
は
ト
グ
ル
ル
・
ベ
グ
の
父
宮
FmFJF
の
兄
で
、
別
名
・
を

J
p
r
m
z
〉
Z
Eロ
と
言
い
、
ガ
ズ
ナ
朝
の
ス
ル
タ
l
ン
・
マ
フ
ム

i
ド
に
捕
え

ら
れ
、
獄
死
し
た
と
い
う
。
グ
タ
ル
ム
シ
ュ
も
ま
た
ア
ル
プ
・
ア
ル
ス
ラ
ン
に

背
い
て
一

O
六
四
年
に
イ
ラ
ン
の

F
ミ
近
郊
で
ア
ル
プ
-
ア
紗
ス
ラ
ン
と

戦
い
、
。

-E'Er
へ
の
敗
走
途
中
、
羊
小
舎
で
紹
命
し
た
と
い
う
。
ク
タ
ル

ム
シ
ュ
の
子
ス
ラ
イ
マ
l
ン
は
セ
ル
ジ
ュ
I
F
帝
園
の
名
高
い
宰
相

Z
N帥自

己
・
玄
己
r
の
執
成
で
助
命
さ
れ
、
ア
ル
プ
・
ア
ル
ス
ラ
ン
の
跡
を
縫
い
だ
ス

ル
タ
l
ン

ζ
巳
停
臼

E
r
に
よ
っ
て
小
ア
ジ
ア
へ
迭
ら
れ
た
。
そ
し
て
十
年

足
ら
ず
の
関
に
ス
ラ
イ
マ
l
ン
は
ビ
ザ
ン
ツ
領
小
ア
ジ
ア
を
東
か
ら
西
へ
横
断

し
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ

l
プ
ル
を
目
前
に
し
た
ニ
ケ

l
ア
の
町
に
現
れ
た
の

で
あ
っ
た
。

ス
ラ
イ
マ
l
ン
の
成
功
の
要
因
は
、
皐
に
ビ
ザ
ン
ツ
側
の
弱
憧
化
と
い
う
事

賞
だ
け
で
な
く
、
セ
ル
ジ
ュ
l
F
朝
と
何
ら
か
の
関
係
を
も
っ
た
ト
ル
コ
マ
ン

が
十
一
世
紀
前
半
以
来
ほ
と
ん
ど
紹
え
聞
な
く
小
ア
ジ
ア
へ

m
E
N帥
ス
略
奪
の

た
め
の
遠
征
〉
を
行
な
い
、
小
ア
ジ
ア
内
陸
部
へ
ト
ル
コ
人
が
浸
透
し
つ
つ

あ
っ
た
と
い
う
事
寅
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

ζ
・出・

J
E
E
Z
は
吋
降
、
含
句
、

同

1hHミ
玄

l
h
E
2
b
N
R
N俗
、
む
き
ミ

L

『・み

EhpNRwミ
5
・》

HF帆・

E
s
r
c
-
L由怠

の
中
で
、
一

O
一
五
|
二
ハ
年
セ
ル
ジ
ュ
l
タ
朝
の
の

E
m
r
ュ
F
m
lト
グ

ル
ル
・
ベ
グ
の
兄
弟
で
ア
ル
プ
・
ア
ル
ス
ラ
ン
の
父
|
の
指
揮
下
、
東
部
ア
ナ

ト
リ
ア
へ
の

m
E
N
R
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た

JEロ
自
の

に
よ
れ
ば
、
小
ア
ジ
ア
へ
は
ス
ラ
イ
マ
l
ン
の
他
に
、
後
に
な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

侯
図
。
自
帥

E
C
を
建
て
る
こ
と
に
な
る
〉
ユ

Z
回
。
聞
や
曲
目
可
O
E
Z
F
E

E
S品
が
相
次
い
で
侵
入
し
た
。
こ
の
う
ち
ダ

l
ニ
シ
占
マ
ン
ド
は
中
部
ア
ナ

ト
リ
ア
に
図
家
を
建
設
し
、
セ

ル
ジ

ュ
l
ク
朝
の

ル
l
ム
・
ス
ル
タ
l
ン
と
勢

力
を
措
抗
さ
せ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
ス
ラ
イ
マ
l
ン
は
そ
の
後
、
ア
レ
ッ
ボ
を

め
ぐ
っ
て
マ
リ
ク
・
シ
ャ

l
の
弟
、
『

E
E
F
と
戦
い
、
戦
死
し
た
ハ
一

O
八
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六
)
。
ス
ラ
イ
マ
l
ン
の
子
。
己
目
。
「
〉

a-2
は
人
質
と
し
て
マ
リ
ク
・
シ
ャ

ー
の
許
へ
途
ら
れ
、
成
立
問
も
な
い
ル
l
ム

・
サ

ル
タ
ナ
ト
は
そ
の
主
を
失
っ

た
。
マ
リ
ク
・
シ
ャ

l
の
死
後
三

O
九
二
)
ク
ル
チ
・
ア
ル
ス
ラ
ン
は
解
放

さ
れ
て
小
ア
ジ
ア
へ
戻
っ
た
。
し
か
し
一

O
九
七
年
小
ア
ジ
ア
に
上
陸
し
た
第

一
回
十
字
軍
に
よ
っ
て

エ
ケ

l
ア
は
占
領
さ
れ
、

ロ
。
ミ

-
2
2
(ト
ル
コ
名

F
E
T
E
C
の
戦
い
に
敗
れ
た
ル

l
ム
・
サ

ル
タ
ナ
ト
の
都
は
コ
ニ

ヤ

(穴
O
ロ『

r
o
uロ
q
m〉
へ
移
っ
た
。
そ
し
て
ク
ル
チ
・
ア

ル
ス
ラ
ン

も
ま
た
ユ

l
フ
ラ
テ
ス
河
支
流
の

穴

E
E円
河
酔
で
マ
リ
ク
・
シ
ャ
!
の
子

pp吉
田
目

白
包
の
軍
と
戟
い
、
敗
死
し
た
(
一
一

O
七
)
。
ス
ラ
イ
マ

l
ン
と
い
い
、
ク

ル
チ
・
ア
ル
ス
ラ
ン
と
い
い
、
園
家
草
創
の
時
期
に
二
度
ま
で
も
そ
の
君
主
を

大
セ
ル
ジ
ュ
I
P
靭
と
の
蹴
い
で
失
っ
た
こ
と
は
ル
l
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
に
大

き
な
影
響
を
輿
え
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。

ク
ル
チ
・
ア
ル
ス
ラ
ン
の
死
後
三
年
を
綬
て
、
子
の

ω
r同
r
g各
与
が
ス

ル
タ

l
ン
位
に
即
い
た
が
、
三
年
後
ダ

l
ニ
シ
品
マ
ン
ド
朝
の
後
押
し
を
受
け

た
弟
の
玄
虫
色
包
に
位
を
奪
わ
れ
た
。

PAgaE
は
一
一
一
六
年
か
ら
一
一
五

五
年
ま
で
位
に
在
っ
て
園
家
の
基
礎
を
固
め
、
西
で
ピ
ザ
ン
ツ
帝
園
と
、
東
で

ダ
l
ニ
シ
ュ
マ
ン
ド
朝
と
争
っ
た
。
玄

2
・
E
を
縫
い
だ

ognr
〉

E
E
E

世
は
一
一
七
六
年
玄

M
5
0
2官官
-EHW
に
お
け
る
戦
い
で
ピ
ザ
ン
ツ
皇
帝
マ

ヌ
エ
ル
・
コ
ム
ネ
ノ
ス
の
寧
を
破
り
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
闘
の
小
ア
ジ
ア
回
復
の

希
望
を
完
全
に
打
ち
砕
く
一
方
、
一
一
七
八
年
に
は
マ
ラ
ト
ヤ
(
豆
丘
三
吉
川

玄
巳
兵
守
る
を
占
領
し
て
ダ

l
ニ
シ
ュ
マ

ン
ド
朝
を
滅
.
ほ
し
、
小
ア
ジ
ア
の

ム
ス
リ
ム
・
ト
ル
コ
人
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
。
し
か

し
、
一
一
八
六
年
、
年
老
い
た
ク
ル
チ
・
ア

ル
ス
ラ
ン
が
九
人
の
息
子
と
二
人

の
弟
と
甥
に
自
ら
の
領
土
を
分
配
す
る
や
、
彼
ら
の
聞
で
ス
ル
タ

l
ン
位
の
縫

承
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い
争
い
が
起
り
、
小
ア
ジ
ア
の
各
地
に
セ
ル
ジ
ュ

l
p
朝

の
王
子
た
ち
が
割
接
す
る
中
、
一
一
九

O
年
に
は
神
聖
ロ

l
マ
皇
帝
フ
リ
ー
ド

リ
ヒ
・
パ
ル
パ
ロ
ッ
サ
率
い
る
十
字
軍
が
首
都
コ
ニ
ヤ
に
侵
入
す
る
事
件
さ
え

渡
生
し
た
。
一
一
九
二
年
に
ク
ル
チ
・
ア
ル
ス
ラ
ン

E
世
が
死
ぬ
と
、
十
一
人
の

王
族
の
聞
で
ス
ル
タ
l
ン
位
を
め
ぐ
る
争
い
は
激
し
さ
を
加
え
た
。
結
局
一
一
一

O
四
年
ま
で
に
王
族
の
一
人
で
あ
る
河
口
昨
ロ
巳

-
U
Z
ω
三
ミ
日
吉

ω
E
F
が

サ
ル
タ
ナ
ト
の
統
一
を
回
復
し
た
が
、
こ
の
人
物
は
す
ぐ
に
死
に
、
そ
の
跡
を

ク
ル
チ
・
ア
ル
ス
ラ
ン

E
世
の
末
子
。

E
Z
p
m凶
ケ
ロ
門
口
町
内
向

q
-
r
F
2
2唱
が

縫
い
だ
。
こ
の
ス
ル
タ
l
ン
に
綴
く
三
代
の
期
間
ル
l
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
は
最

も
安
定
し
、
繁
栄
し
た
時
期
を
迎
え
る
。
カ
イ
ホ
ス
ロ
ウ
は
大
セ
ル
ジ
ュ

l
p

朝
の
歴
史
を
記
し
た
史
書
NNhTミ
と

-
b
t
p
q
g
n
H
b
h
E
H
A
N
N・匂

sdw-が
著
者

M
N
副
司
印
ロ
含
に
よ
っ
て
献
呈
さ
れ
た
ス
ル
タ

l
ン
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
イ
ラ
ン
、

イ
ラ
ク
に
は
も
は
や
セ
ル
ジ
ュ

l
タ
朝
の
君
主
は
居
ら
ず
、
今
や
セ
ル
ジ
ュ
ー

ク
の
血
統
を
織
ぐ
も
の
は
ル

l
ム
の
ス
ル
タ

l
ン
の
み
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

カ
イ
ホ
ス
ロ
ウ
の
跡
を
縫
い
だ

ι
N
N

包
-
U
E
穴

a
'
E耳
5
(
H
N
ロl
H
N
N
O〉

と

メ

Z.
巳

U
H
ロ
同
ハ
ミ
・
』
ロ
『
肺
門
戸

(HNNOlHNω
吋
)
は
共
に
有
能
な
ス
ル
タ
ー

ン
で
あ
り
、
こ
の
二
人
の
時
代
に
ル

l
ム
・
サ

ル
タ
ナ
ト
の
園
勢
は
大
い
に
伸

長
し
た
。
と
り
わ
け
カ
イ
タ
バ
l
ド
の
治
世
に
は
園
家
は
め
ざ
ま
し
い
設
展
を

途
げ
た
。
カ
イ
ク
バ

l
ド
時
代
セ
ル
ジ
ュ

l
p
朝
園
家
は
モ
ン
ゴ
ル
軍
に
迫
わ

れ
て
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
現
れ
た
ホ
ラ
ズ
ム
シ
ャ
l
』
巳
包
巳
・
ロ

E
三
2
・

m
B
E
z
-
-を
一
二
三

O
年
エ
ル
ズ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
(
阿
W
R
E
S
T〉
R
E
Wロ
)
近
郊

の

JP白
色
。

r曲
目
Hwp
で
敗
退
さ
せ
て
東
部
ア
ナ
ト
リ
ア
の
〉

r
Eご
ま
で
進

出
し
、
さ
ら
に
黒
海
を
渡
っ
て
ク
リ
ミ
ア
牢
島
の

ωロ
m
E
2
ま
で
箪
を
迭
っ

た
。
後
世
の
オ
ス
マ

l
ン
朝
の
史
料

品

MEsez-包
含

の

H
，

R
Z円
MrvaF

〉

t

d各
自
帥
ロ
に
お
い
て
ス
ル
タ
l
ン
‘
〉
Z
・
と
-
U
E
は
侮
説
的
な
名
君

と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
カ
イ
ク
バ
l
ド
の
策
審
は
後
世
ま
で
語
り
継
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が
れ
た
。
ト
ル
コ
の
史
家

O
m目
B
J『
E
g
は
‘
〉
Zw
巳
-
U
E
国
内

3
、，
a
z
E
R同

の
治
世
を
停

Z
-
P〈
ユ
(
「
繁
祭
期
」
〉
と
呼
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
二
一
一
一
一

七
年
カ
イ
ク
パ

1
ド
が
渡
し
て
息
子
の
の

r
q営
『
丘

'uz-ハ
ミ

'
r
r
2
2
4〈

E
世
が
ス
ル
タ

l
ン
に
即
位
す
る
と
ル

l
ム
・
ザ
ル
タ
ナ
ト
に
は
停
滞
と
弱
鐙

化
が
現
れ
た
。
一
二
四

O
年

rzd〈
帥
ユ
』
の
回
忌
者
に
よ
る
宗
激
的
な
反
飢

が
ア
ナ
ト
リ
ア
の
東
南
部
に
設
生
し
、
多
く
の
ト
ル
コ
マ
ン
が
こ
の
反
飢
に
参

@
 

加
し
た
(
回
同

z
r
f
2
の
反
凱
〉
。
ル

l
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
は
フ
ラ
ン
ク
人

の
カ
を
借
り
て
こ
の
反
蹴
を
鎮
座
し
た
が
、
二
一
四
二
年
に
は
モ
ン
ゴ
ル
人
が

エ
ル
ズ
ル
ム
(
開
ロ
ロ
Z
B
M〉
民
自
己

'HZS)
に
侵
攻
し
、
翌
一
二
四
三
年
ス

ル
タ

i
ン
・
カ
イ
ホ
ス
ロ
ウ

E
世
の
軍
は
関
0
8
0曲
mr
に
お
い
て
∞
ミ

y

z
a
g
率
い
る
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
前
に
潰
走
し
、
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
が
ス
ィ
ヴ
ァ
ス

《

ω
=曲目
"ωZ師
国
〉
と
カ
イ
セ
リ

(
-
P
3
2
1
0
4
2同
日
司
る
を
征
服
す
る
と
い

う
事
態
に
到
っ
た
。
冬
の
訪
れ
と
共
に
モ
ン
ゴ
ル
軍
が
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
の

牧
地
へ
鋳
還
す
る
際
、
ル
ー
ム
の
宰
相
(
包

fFr)
玄
z
E
ι
E
z
r
巳

-uz

は
パ
イ
ジ
ュ
・
ノ
ヤ
ン
に
同
行
し
、

p
h
c
m
Eロ
の
牧
地
で
モ
ン
ゴ
ル
人
に
封

し
て
ニ
と
な
り
(
す
な
わ
ち
服
属
し
)
毎
年
貢
物
を
献
上
す
る
こ
と
を
約
し

た
。
二
一
四
三
年
の
モ
ン
ゴ
ル
人
の
侵
入
の
結
果
ル

1
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
は
モ

ン
ゴ
ル
帝
園
に
服
属
す
る
地
位
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て

こ
の
時
黙
か
ら
牢
世
紀
絵
を
経
て
ル

1
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
は
モ
ン
ゴ
ル
人
に
到

す
る
層
圏
の
地
位
の
ま
ま
史
上
か
ら
姿
を
消
し
た
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
十
三
世
紀
の
小
ア
ジ
ア
は
そ
の
前
牢
が
カ
イ
ク
e

ハ

ー
ド
に
代
表
さ
れ
る
安
定
と
繁
栄
の
時
期
で
あ
っ
た
の
に
封
し
、
モ
ン
ゴ
ル
人

の
侵
入
と
い
う
未
曾
有
の
大
費
動
を
蒙
っ

た
そ
の
後
半
は
ル
l
ム
・
サ
ル

タ
ナ

ト
に
と
っ
て
衰
退
と
零
落
の
時
代
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
モ
ン
ゴ
ル
人
の
侵

攻
以
後
王
朝
の
滅
亡
ま
で
の
ル
l
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
の
歴
史
に
つ
い
て
は
次
節

で
最
近
の
研
究
動
向
を
紹
介
し
つ
つ
飼
れ
て
み
た
い
。

11 

西
暦
十
三
世
紀
の
小
ア
ジ
ア
に
関
し
て
は
こ
の
時
代
が
「
オ
ス
マ

l
ン
靭
前

史
」
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
オ
ス
マ
l
ン
朝
史
に
闘
す
る
概
設
の
類

に
お
い
て
少
し
く
鯛
れ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
十
三
世
紀
の
小
ア
ジ
ア
、
セ

ル
ジ
ュ
l
F
朝
期
の
ル
l
ム
(
小
ア
ジ
ア
)
の
歴
史
に
関
す
る
専
著
と
し
て
は

筆
者
の
知
る
限
り
、
次
の
三
冊
を
奉
げ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

同
〉
の
E
C内由。。曲目
H
O
P
N
V
Z
'
o
h
h。
喜
久
富
吋
S-rh官
・
問
、
。
宮
田
。
ロ

h
r
z
o
d句

J
円
。
『

r
.
H
u
g
-

N
〉

O
M
B
E
叶

E
E
p
h豆町三宮町鈴、
N
a語
A
S
S
R
P
吋
骨
込
守
♂
同
日

g
ロ-

rロ-
-
H
U吋
H
.

3

回
・
〉
・

2
z
b
g
n
R
E酔
・
ョ
ミ
。

Q
R
A旬
。
。
立
志

h

ミ
E
宏司

ミ
hHh。
給
与
匂

R
h
r
-
A
R
R
E戸
内
国
国
国
『

E
h
H
S企
-

。
の

HV2'OHH。苦

S
吋昔、
-r祉
は
そ
の
名
の
通
り
オ
ス
マ
l
ン
朝
以
前
の

小
ア
ジ
ア
の
文
化
と
歴
史
に
関
す
る
概
設
定

g雪
印

-
2
2
4
)
で
あ
り
、

序
論
の
他
四
部
に
分
れ
る
。
第
一
部
は
大
セ
ル
ジ
ュ

l
p
帝
圏
、
第
二
部
は
一

二
四
三
年
ま
で
の
小
ア
ジ
ア
、
第
三
部
は
モ
ン
ゴ
ル
侵
入
前
の
小
ア
ジ
ア
に
お

け
る
祉
舎
と
制
度
、
第
四
部
は
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
小
ア
ジ
ア
を
扱
っ
て
い
る
。

こ
の
本
の
特
徴
は
中
世
の
西
ア
ジ
ア
史
全
般
に
つ
い
て
慶
い
拳
識
を
も
っ
著
者

カ
l
エ
ン
に
よ
る
小
ア
ジ
ア
の
枇
舎
と
文
化
に
つ
い
て
の
塑
富
で
詳
細
な
記
述

を
含
ん
で
い
る
黙
に
あ
る
。
ヵ
l
エ
ン
は
ベ
ル
シ
ャ
語
、
ア
ラ
ブ
語
の
他
、
ァ

ル
メ
ニ
ア
語
、
シ
リ
ア
語
、
ピ
ザ
ン
ツ
帝
園
の
史
料
な
ど
に
も
言
及
し
て
お

り
、
そ
の
博
識
ぶ
り
に
は
脱
帽
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
政
治
史
に
関
し
て
は

精
雑
然
と
し
た
印
象
を
拭
え
ず
、
い
く
つ
か
の
誤
解
や
誤
り
を
含
ん
で
い
る
。
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た
と
え
ば
ル
l
ム
の
ス
ル
タ
l
ン
メ

'z・丘町
U
E
穴
印
可
ム
ロ
「
帥
仏
と
ア
イ
ユ

!
プ
朝
の
玄
白

-
F
と
ー
〉

ωrz『
が
連
合
し
て
ホ
ラ
ズ
ム
シ
ャ
l
』
と
包
丘
町
U
E

を
撃
破
し
た

J

円
虫
色
。

z
s
g
の
戦
い
の
行
な
わ
れ
た
年
月
を
二
二
一
二
年

七
月
と
し
た
り
守
・

5
0
質
際
は
一
二
三

O
年
八
月
〉
ル
l
ム
の
ス
ル
タ
ー

ン
、
カ
イ
ホ
ス
ロ
ウ

E
世
が
町
内
D
M
O
O
ω
同

r
の
戟
い
で
モ

ン
ゴ
ル
軍
を
前
に

あ
え
な
く
敗
走
し
て
ル
l
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
が
モ
ン
ゴ
ル
人
に
服
属
す
る
よ
う

に
な
っ
た
後

ω喜
一
ロ
穴
冨
ロ
パ
ト
ク
大
王
の
許
へ
波
遣
さ
れ
た

ω『
曲
目
白

色

-
u
z
z
r
r帥
巴
と
い
う
人
物
が
パ
ト
ゥ
か
ら
ル
l
ム
地
方
に
お
け
る

官
E
B
(太
守
〉
の
地
位
を
輿
え
ら
れ
た
と
い
う
史
料
の
記
述
を
ル
l
ム
に
お

け
る
パ
ト
ゥ
の
代
理
と
し
て
ス
ル
タ

l
ン
、
カ
イ
ホ
ス
ロ
ウ
が
任
命
さ
れ
た
と

い
う
風
に
譲
み
違
え
て
い
る
な

-NmS。
モ
ン
ゴ
ル
時
代
以
降
の
小
ア
ジ
ア

の
歴
史
に
関
し
て
カ

l
エ
ン
が
最
も
注
意
を
掛
っ
て
い
る
黙
は
十
三
世
紀
小
ア

ジ
ア
に
流
入
し
た
ト
ル
コ
マ
ン
に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
る
。
カ
l
エ
ン
は

huz-

。
及
。
ョ

S
同

1Nqry
の
第
四
部
中
、
「
ト
ル
コ
マ
ン
諸
侯
園
の
形
成
」
「
種
族

的
展
開
」
〈
Z
Z
5
2
0
-
E
5ロ
)
の
二
節
で
こ
の
問
題
を
説
明
す
る
他

2
2
2
2

司

OC『
-
w
E
2
3
3
ι
o
叶

E
g
B
E
g
円
〉
臼

5
F
A
5
0ロ『
O
E
h
〉己回目
。
回
Hbn-0・"

、
。
臣
、
苦
NHK由
民
ね
な
唱

NENω
申

(
H
U
E
Y
E
Oロ
2
t
oロ
臼
円
r
-
2
2
3
ι
o
z
-
J
.。，

i
ロ
8
L何
回
内
印
刷
g
g
oロ
ロ
白
戸
M

V

内向回目。凹
-bn-03h叫
氏
、
込
町
営
白
色
、
弘
、
.
ぉ
hhN下

草
Q
F
2
U司
、
江
口
同
つ
恒
三
〉
な
ど
の
論
文
を
設
表
し
た
。
十
三
世
紀
の
小

ア
ジ
ア
の
ト
ル
コ
マ
ン
に
つ
い
て
は
彼
ら
が
十
三
世
紀
末
以
来
小
ア
ジ
ア
の
各

地
に

Z
1
F
(「
侯
園
」
)
を
建
て
、
割
嫁
し
た
事
寅
か
ら
後
世
と
の
関
連
に

お
い
て
最
も
関
心
の
も
た
れ
る
テ
l
マ
で
あ
る
。

ト
ル
コ
共
和
園
の
史
家
オ
ス
マ
ン
・
ト
ウ
ラ
ン
の
手
に
な
る
の
の

hrrE-

N
R
N
Q可

Nh何
事
ぬ
苦
言
壮
吋
怯
込
合
偽
は
永
く
〉

E
E
Z
ω
巴
2

E三
宮
(
ル
ー

ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
〉
研
究
に
携
わ
っ
て
き
た
ト
ウ
ラ

ン
の
政
治
史
研
究
の
集
大

成
と
も
言
う
べ
き
著
作
で
あ
る
。
全
篇
七
百
頁
を
越
す
大
著
で
「
ア
ル
プ
・
ア

ル
ス
ラ
ン
か
ら
オ
ス
マ
ン
・
ガ
l
ズ
ィ
ー
ま
で
」
二
百
五
十
年
近
い
小
ア
ジ
ア

史
を
績
逃
し
た
も
の
で
あ
る
。
、
2
・0
及
。
ョ

S
吋
ミ

-r匂
と
違
っ
て
、
各
頁

に
入
念
な
脚
註
を
附
し
、
そ
の
参
考
文
献
の
中
に
は
未
だ
公
刊
さ
れ
て
い
な
い

篤
本
類
を
含
み
、

完
成
度
の
高
い
研
究
室田
で
あ
る
と
い
え
る
。
た
だ
敢
え
て
難

姑
と
思
わ
れ
る
の
は
膨
大
な
史
料
を
駆
使
し
て
歴
史
的
盲
学
賞
の
検
査
に
あ
た
る

の
徐
り
に
梢
統
一
的
な
翻
黙
に
紋
け
る
嫌
の
あ
る
こ
と
と
、
「
ト
ル
コ
人
」
の

歴
史
と
い
う
親
熱
か
ら
、
た
と
え
ば
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
ト
ル
コ
人
に
劃
す
る
従

属
と
い
っ
た
問
題
を
必
要
以
上
に
強
調
し
す
ぎ
る
こ
と
で
あ
る
。
ト
ウ
ラ
ン
は

セ
ル
ジ
ュ

l
F
朝
期
の
小
ア
ジ
ア
を
中
心
に

LPE昔
、
山
ま
匙
向
。
、
足
止
に
(
イ
ス

ラ
l
ム
百
科
辞
典
の
ト
ル
コ
語
版
)
に
多
く
の
記
事
を
執
筆
す
る
一
方
、
ル
-

⑥
 

ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
に
闘
す
る
史
料
の
公
刊
と
多
方
面
に
わ
た
る
研
究
論
文
の
設

表
を
行
な
っ
た
。
中
で
も
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
は
セ
ル
ジ
ュ

l
p
朝
期

⑦
 

の
ワ
タ
フ
に
関
す
る
一
連
の
研
究
を
設
表
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
研
究

は
現
存
す
る
ワ
タ
フ
文
書
の
詳
細
な
検
討
を
基
礎
に
し
た
も
の
で
、
現
地
の
撃

者
な
ら
で
は
の
成
果
で
あ
る
。
ト
ウ
ラ
ン
は
他
に
ル

l
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
の
土

地
法
や
金
融
に
関
す
る
論
究
も
設
表
し
て
お
り
、
経
済
史
的
側
面
に
お
け
る
関

心
の
康
さ
が
窺
え
る
。

ソ
連
邦
の
歴
史
皐
者
、
文
献
皐
者
回
・
〉
・
ゴ
ル
ド
レ
フ
ス
キ

l

(
一
八
七
六

|
一
九
五
六
〉
の
め
汁
o
q
。h刷、
S
H
g
h句
-
h
F
A
Z
Q
R
R
w
g
〉

E
h
o
h
H
b旬
hhhh

は
濁
ソ
戟
の
さ
な
か
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
蛍
時
と
し
て
は
ト
ル
コ

の

玄

-
z・
J
E
E
E
や
玄
・
句

E
仏国内
ε
z
z
の
研
究
を
踏
ま
え
た
比
類
の

な
い
研
究
書
で
あ
っ
た
。
全
種
は
序
設
の
他
、
十
七
章
に
分
け
ら
れ
、
小
ア
ジ

ア
の
セ
ル
ジ
ュ

l
F
朝
園
家
の
政
治
、
社
曾
、
文
化
の
各
分
野
に
わ
た
る
研
究

が
枚
め
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
筆
者
が
最
も
多
く
の
頁
を
さ
い
て
論
じ
て
い
る
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の
は
小
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
封
建
制
度
」
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
中
で
述
べ
ら

れ
て
い
る

E
R
は
西
暦
十
世
紀
以
来
の
西
ア
ジ
ア
祉
禽
を
特
徴
附
け
る
最
も

大
き
な
要
素
の
一
っ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
小
ア
ジ
ア
に
お
け
る
イ
ク
タ
l
の
問

題
か
ゴ
ル
ド
レ
ア
ス
キ
ー
の
研
究
書
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
意
義
は
決
し

て
小
さ
く
な
い
。

一
九
七
一
年
は
一

O
七
一
年
に
行
な
わ
れ
た
マ
ラ
ズ
ギ
ル
ド
の
戦
い
か
ら
数

え
て
九
百
年
目
に
嘗
た
る
た
め
、
そ
れ
を
記
念
し
て
ト
ル
コ
共
和
図
で
は
一
九

七

O
年
前
後
に
セ
ル
ジ
ュ

l
p
朝
全
般
に
関
す
る
多
く
の
研
究
が
夜
表
さ
れ

た
。
上
に
述
べ
た
オ
ス
マ
ン
・
ト
ウ
ラ
ン
の
「
セ
ル
ジ
ュ
l
ク
朝
期
の
ト
ル
コ
」

も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
一
九
六
六
年
に
は
開
・
∞
ニ
m
F
ζ
・〉

-HE可
一同
国

2
・

玄・

0
白
色

03
司・

ω
E
E
2
ら
に
よ
っ
て

ω乙
2
r
Z
H，2
F
4
0
玄

E
g
F
u
z
w
z

何
回
師
陣
H

神
田
急
「
セ
ル
ジ
ュ

l
p
朝
歴
史
・
文
明
研
究
所
」
が
ア
ン
カ
ラ
に
創

設
さ
れ
、
一
九
六
九
年
か
ら
研
究
誌
と
し
て
匂
氏
ミ
ミ
控
除

E
1
q草食
H
E
コ

。
司
、
丸
が
愛
刊
さ
れ
始
め
た
。
こ
の
研
究
誌
の
第
一
巻
の
巻
頭
を
飾
っ
た
の

は

m，
R
c
r
ω
E
E
2
の

と

5脳
内
田

ozdmw
玄
。
仲

o-z『
=
で
あ
る
。
こ
の
論
文

は
百
四
十
七
頁
も
あ
る
長
大
な
も
の
で
あ
る
が
、
内
容
は
非
常
に
充
貸
し
て
い

る
。
そ
れ
は
カ
l
エ
ン
や
ト
ウ
ラ

ン
の
著
書
が
編
年
誌
的
に
諸
事
件
を
羅
列

し
、
内
容
的
な
ま
と
ま
り
に
紋
け
る
の
に
射
し
て
、

ω
U
B
2
の
論
文
は
「
ア

ナ
ト
リ
ア
の
モ
ン
ゴ
ル
人
」
と
い
う
テ

l
マ
を
軸
に
一
つ
の
統
一
的
な
親
黙
の

下
に
諸
事
件
に
言
及
し
て
い
る
黙
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ス
ユ
メ
ル
は
こ
の
論

文
の
中
で
小
ア
ジ
ア
に
到
来
し
た
モ
ン
ゴ
ル
人
が
い
か
な
る
部
族
の
出
身
で
あ

っ
た
か
を
詳
細
に
分
析
し
た
後
、
彼
ら
の
定
着
過
程
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し

こ
の
論
文
の
前
牢
の
内
容
の
中
心
は
む
し
ろ
モ
ン
ゴ
ル
侵
入
後
の
ル
l
ム
・
サ

ル
タ
ナ
ト
の
歴
史
と
ア
ナ
ト
リ
ア
に
新
た
に
流
入
し
た
ト
ル
コ
マ
ン
の
動
向
に

つ
い
て
で
あ
る
。
寅
際
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
西
征
の
結
果
、
ア
ナ
ト
リ
ア
へ
多
く

の
ト
ル
コ
マ
ン
が
流
入
し
た
。
彼
ら
は
ル

1
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
に
よ
っ
て
西
方

ピ
ザ
ン
ツ
帝
園
と
の
境
界
附
近
や
ア
ナ
ト
リ
ア
の
北
部
、
東
南
部
の
漫
境
へ
追

い
や
ら
れ
た
が
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
ル
l
ム
侵
攻
後
、
サ
ル
タ
ナ
ト
の
権
力
が
衰

え
る
と
各
地
で
反
鋭
を
起
し
た
。
そ
し
て
一
二
七

0
年
代
以
降
ル
l
ム
・
サ
ル

タ
ナ
ト
に
代
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
人
(
イ
ル
汗
薗
)
の
直
接
的
な
小
ア
ジ
ア
支
配
が

強
ま
る
と
、
ト
ル
コ
マ
ン
は

O
白

E
B自
家
を
先
頭
に
度
々
反
蹴
を
起
し
、

モ
ン
ゴ
ル
人
と
封
立
し
た
。
そ
し
て
十
四
世
紀
に
モ
ン
ゴ
ル
人
の
勢
力
が
後
退

し
始
め
る
と
、
小
ア
ジ
ア
に
は

O
R曲
目

g
-
C
R
Bぞ
町
田
口
な
ど
の
諸
ベ
イ
リ

ク
が
各
地
に
生
れ
、
ベ
イ
リ
ク
時
代
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
十
三
世
紀
の
小
ア

ジ
ア
に
お
い
て
新
た
に
流
入
し
た
ト
ル
コ
マ

ン
は
来
た
る
べ
き
時
代
の
扉
を
関

〈
原
動
力
と
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
最
も
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
と
言
っ
て
よ

い
。
こ
の
意
味
で
ス
ユ
メ
ル
が
「
ア
ナ
ト
リ
ア
の
モ
ン
ゴ
ル
人
」
の
中
で
ト
ル

コ
マ
ン
と
モ
ン
ゴ
ル
人
の
問
題
を
扱
っ
た
こ
と
は
十
三
世
紀
の
小
ア
ジ
ア
史
研

究
に
重
要
な
貢
献
を
行
な
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ス
ユ
メ
ル
は

ohsrコ

〉ロ

E
Z・
呂
町
吋
や
同
門
司
ぬ
か
ミ
ミ
H
N
R
N
Q
コ
〉
ロ

E
5・
呂
田
叶
な
ど
の
著
者
で
、

オ
グ
ズ

H
ト
ル
コ
マ
ン
の
歴
史
に
闘
す
る
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
今
後

「
セ
ル
ジ
ュ

l
p
朝
歴
史
・
文
明
研
究
所
」
を
主
宰
す
る
一
員
と
し
て
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
。
ト
ル
コ
で
は
ス
ュ
メ
ル
の
他
〉

Z
ω
o
i
E
-
Z丘
三
沢
ω司
自
民

な
ど
が
ル

l
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
に
鞠
わ
る
研
究
に
携
わ
っ
て
お
り
、
セ
ヴ
ィ
ム

は
一
九
七
二
年
〉

E
切

ω
T
Fロ
巳
'
N
m
E
色。

0
5
ω
唱
刊
の
』
N
A
H
E
A
F
H
H
a
h
-

』門ミ
h
h
F
g
a

匂
ぬ
九
阿
南
Q
H
色
白
人
声

N
F
h
F

と
い
う
史
料
を
校
訂
し
て
刊
行
し
て
い

る
。
セ
ヴ
ィ
ム
も
ま
た
「
セ
ル
ジ
ュ
l
タ
朝
歴
史
・
文
明
研
究
所
」
を
主
宰

す
る
一
員
で
あ
る
。
カ
イ
マ
ズ
は
一
九
七

O
年

3
3
bミ
足
、
言
雲
仙
'
U言

句
、
に
ミ
遣

S
と
い
う
有
名
な
パ
ル
ヴ
ァ
l
ネ
宰
一
向
に
関
す
る
専
著
を
出
版
し

た
。
ト
ル
コ
で
は
オ
ス
マ
ン
・
ト
P
ラ
ン
の
よ
う
な
大
家
に
代
っ
て
放
は
少
い
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が
期
待
す
べ
き
研
究
者
た
ち
が
現
れ
て
来
て
い
る
。
一
方
、
欧
米
で
は
カ

l
エ

ン
に
績
い
て
ル

l
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
を
取
り
上
げ
た
研
究
を
行
な
っ
た
の
は
、

筆
者
の
知
る
限
り
で
は

ω官
官
日
〈
ミ
0
2
ω

』ア

位
で
あ
る
。
ヴ
リ
オ
ニ
ス

は
ビ
ザ
ン
ツ
帝
園
側
の
ギ
リ
シ
ャ
語
文
献
を
駆
使
し
て
叫
ぶ
向
。

R
ご
言
。
¥

ミ
S
S
Q
N
F
N
N
E
s
s
b
s
g
g
;ぇ
阿
古
』

U
5
2
。¥
E
S
N
'

HQ同
凡

S

¥
ヨヨ

HF内
同

NESHFHF3NhhbHF町
、
ミ
ピ
S
H
F
(
U
S
E
q
-

C
2
2『
臼

Fq
。向。
ω
三
0
3
5

司円。
F
Sご
を
刊
行
し
た
。
ソ
連
で
は
ゴ
ル

ド
レ
ア
ス
キ
ー
以
後

2
・
ヱ

-
E
2
3
h
S
が
筆
者
の
知
る
限
り
で
は
二
篇

⑪
 

の
論
文
を
設
表
し
た
程
度
で
あ
る
。

こ
こ
で
モ
ン
ゴ
ル
侵
入
後
の
ル
l
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
の
歴
史
に
つ
い
て
筆
者

の
所
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
先
ず
、
以
下
に
嘗
時
の
ル
l
ム
の
政
治
史
を
簡

単
に
記
し
て
お
く
。
一
二
四
三
年
の
モ
ン
ゴ
ル
人
の
侵
入
後
ル

l
ム
・
サ
ル
タ

ナ
ト
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
図
に
服
属
し
た
状
況
に
置
か
れ
、
そ
の
ス
ル
タ

l
ン
た
ち

の
運
命
は
初
め
モ
ン
ゴ
ル
帝
閣
の
首
都
カ
ラ
コ
ル
ム
で
、
後
に
は
イ
ル
汗
閣
の

ハ
ン
遠
の
討
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
二
四
五
年
ス
ル
タ
i
ン
、
カ

イ
ホ
ス
ロ
ウ
日
世
が
急
死
す
る
と
、
省
時
の
宰
相
(
制
副
官
『

)
ω
E自
白
色

Boz

-
哨

Erhrw刊
の

遊
力
で
カ
イ
ホ
ス
ロ
ウ
の
長
子

arN
俗
ケ
ロ
日
ロ
穴
ωu?rmwd，、
E

E
世
が
新
ス
ル

タ
l
ン
に
擁
立
さ
れ
た
。
彼
は
蛍
時
十
一
裁
に
す
ぎ
ず
、
サ
ル
タ

ナ
ト
の
園
事
は
専
ら
宰
相
シ

ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ

l
ン
が
掌
握
し
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
一
二
四
六
年
モ
ン
ゴ
ル
の
大
カ
ン
、
グ

ユ
ク
の
即
位
に
列
席
し
た
カ
イ
カ
l

ウ
ス

E
世
の
弟

m
c
rロ
巳
'
U
Z
O円

-ry
〉
Z
Eロ
W
世
は
大
カ
ン
よ
り
兄
を

駿
し
て
自
ら
が
ス
ル
タ
l
ン
に
即
位
す
る
よ
う
に
と
い
う
ヨ
ユ
同
mr(教
書
〉
を

得
て
小
ア
ジ
ア
へ
飾
還
し
た
。
サ
ル
タ
ナ
ト
で
は
カ
イ
カ

1
ウ
ス
を
擁
立
し
た

サ
l
ヒ
プ
、
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ
l
ン
が
大
カ
ン
の
殺
害
に
あ
っ
た
命
令
で
鹿
刑

さ
れ
た
が
、
結
局
二
人
の
兄
弟
は
安
協
し
、
末
弟
の
メ

zw
包
'
U
E
烈

4
・

A
Z
E《
四
日
世
も
加
え
て
三
人
の
兄
弟
が

サ
ル
タ
ナ
ト
を
統
治
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
カ
イ
ク
パ

l
ド

H
世
は
モ
ン
ゴ

ル
の
大
カ
ン
、
モ
ン
ケ
の
許
へ
赴
く
途

上
で
病
波
し
た
が
(
一
二
五
四
〉
、
ヵ
イ
ク
パ

l
ド
の
出
設
後
カ
イ
カ
1

ウ
ス

と
ク
ル
チ
・
ア
ル
ス
ラ
ン
兄
弟
の
聞
で
ス
ル
タ

l
ン
位
を
め
ぐ
っ
て
争
い
が
起

り
、
ヵ
イ
カ
l
ウ
ス
が
勝
利
し
た
の
も
束
の
開
、
一
二
五
六
年
に
は
パ
イ
ジ

ュ
・
ノ
ヤ
ン
が
再
び
小
ア
ジ
ア
に
侵
攻
し
て
ア
ク
サ
ラ
イ
(
〉
』
認
可
制
)
近
郊
の

ω己
ヨ
ロ
穴
r
帥
ロ
で
ル
l
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
軍
を
破
っ
た
。
カ
イ
カ
l
ウ
ス
は

コ
ニ
ヤ
を
捨
て
て
嘗
時
ビ
ザ
ン
ツ
帝
園
の
皇
帝
の
居
た
ニ
ケ
l
ア
へ
洛
ち
の
び

た
。
パ
イ
ジ
ュ
は
ク
ル
チ
・
ア
ル
ス
ラ
ン
を
ル

l
ム
の
ス
ル
タ

l
ン
と
し
た

が
、
パ
イ
ジ
ュ
が
フ
ラ
グ
の
バ
グ
ダ
ー
ド
攻
略
に
動
員
さ
れ
て
小
ア
ジ
ア
を
離

れ
る
や
カ
イ
カ

1
ウ
ス
が
ビ
ザ
ン
ツ
側
の
支
援
を
得
て
コ
ニ
ヤ
を
奪
回
す
る
と

い
う
事
態
に
な
っ
た
。
結
局
、
大
カ
ン
、
モ
ン
ケ
の
命
令
で
サ
ル
タ
ナ
ト
の
領

土
は
二
分
さ
れ
て
東
牢
分
を
タ
ル
チ
・
ア
ル
ス
ラ
ン
、
西
半
分
を
カ
イ
カ
l
ウ

ス
が
統
治
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
人
の
兄
弟
ス
ル
タ
l
ン
は
そ
の
後
フ
ラ

グ

・ハ

ン
の
首
都
営
へ
共
に
出
頭
し
た
り
し
た
が
、
一
一
一
六
一
年
に
は
モ
ン
ゴ
ル

軍
の
強
力
な
支
援
を
受
け
て
ク
ル
チ
・
ア
ル
ス
ラ
ン
が
コ
ニ
ヤ
に
入
り
、
カ
イ

カ
I
ウ
ス
は
ア
ン
タ
リ
ア
(
〉
己
注
目
立
)
か
ら
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
l
プ
ル
へ

逃
れ
た
。
カ
イ
カ
l
ウ
ス
は
そ
の
後
小
ア
ジ
ア
へ
戻
る
こ
と
な
く
、
ピ
ザ
ン
ツ

領
内
に
監
禁
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
ジ
ュ
チ
・
ウ
ル
ス
(
キ
プ
チ
ャ
ク
汗
園
〉

の
ベ
ル
ケ
・
ハ
ン
に
救
わ
れ
、
ク
リ
ミ
ア
に
領
土
を
輿
え
ら
れ
て
こ
の
地
で
生

涯
を
終
っ
た
。
ク
ル
チ
・
ア
ル
ス
ラ
ン
は
ル
l
ム
の
唯
一
の
ス
ル
タ

1
ン
と
な

っ
た
が
、
カ
イ
カ
l
ウ
ス
と
の
ス
ル
タ
l
ン
位
争
い
は
彼
ら
一
代
で
鯵
ら
ず
、

そ
の
子
供
た
ち
の
時
代
に
ま
で
持
ち
越
さ
れ
た
。
ク
ル
チ
・
ア
ル
ス
ラ
ン

W
世

が
宮
司
君
帥

E
玄
Z
J
ロ

与

U
Z
ω

三
ミ
E
E
の
計
略
で
殺
害
さ
れ
た
後
(
一

一
一
六
六
〉
そ
の
息
子
町
内

4
・
r
F
E
E
d〈
E
世
が
即
位
す
る
が
、
一
二
八
四
年
に
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こ
の
ス
ル
タ

l
ン
が
亡
く
な
る
と
新
ス
ル
タ

l
ン
に
は
父
の
死
後
ク
リ
ミ
ア
か

ら
小
ア
ジ
ア
へ
来
た
カ
イ
カ
l
ウ
ス
の
子

ζ
g
a
E
E世
が
即
位
し
た
の
で
あ

る
。
以
上
の
よ
う
に
、
モ
ン
ゴ
ル
侵
入
後
の
ル

l
ム
・
+
ル
タ
ナ
ト
の
歴
史
は

非
常
に
目
ま
ぐ
る
し
く
製
化
し
、
複
雑
極
ま
り
な
い
。
諸
事
件
を
通
じ
て
確
貨

に
言
え
る
こ
と
は
ス
ル
タ

l
ン
の
権
威
の
低
下
と
モ
ン
ゴ
ル
人
の
影
響
の
増
大

で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
十
三
世
紀
後
半
の
小
ア
ジ
ア
の
歴
史
を
的
確
に
捉
え
る

た
め
に
は
一
貫
し
た
親
黙
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
。
カ
l
エ
ン
や
ス
ュ

メ

ル
の
よ
う
に
ト
ル
コ
マ
ン
の
動
き
を
中
心
に
据
え
る
の
は
非
常
に
有
意
義
な
見

方
で
あ
る
が
、
現
在
公
刊
さ
れ
て
い
る
史
料
の
中
に
は
ト
ル
コ
マ
ン
の
動
向
に

関
す
る
記
述
は
乏
し
く
、
断
片
的
に
し
か
見
出
せ
な
い
。

筆
者
は
十
三
世
紀
後

半
の
小
ア
ジ
ア
の
政
治
史
を
解
明
す
る
硯
黙
は
カ
イ
カ
l
ウ
ス
、
ク

ル
チ
・
ア

ル
ス
ラ
ン
兄
弟
の
ス
ル
タ
l
ン
位
争
い
に
置
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

ス
ル
タ

1
ン
位
を
め
ぐ
る
兄
弟
聞
の
争
い
は
ル

l
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
の
歴
史
の

中
で
幾
度
も
繰
り
返
さ
れ
た
が
、
カ
イ
カ
l
ウ
ス
と
ク
ル
チ
・
ア
ル
ス
ラ
ン
兄

弟
の
争
い
に
は
以
前
に
は
な
か
っ
た
要
素
が
加
わ
り
、
そ
れ
だ
け
に
争
い
の
様

相
も
復
維
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
要
素
と
は
モ
ン
ゴ
ル
人
の
ル
ー

ム
・
サ
ル

タ
ナ
ト
内
政
へ
の
介
入
で
あ
る
。
か
つ

て
の

ス
ル
タ

1
ン
位
争
い
に

は
小
ア
ジ
ア
内
部
の
ダ

l
ニ
シ
ュ
マ
ン
ド
朝
、
或
い
は
ピ
ザ
ン
ツ
帝
園
側
の
介

入
が
時
に
臨
応
じ
て
存
在
し
た
が
、
そ
れ
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
「
地
域
史
」
の
枠
内

の
こ
と
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
十
三
世
紀
後
半
の
小
ア
ジ
ア
は

ユ
ー
ラ

シ
ア
大
陵
を
席
捲
し
た
モ
ン
ゴ
ル
人
の
手
で
そ
の
運
命
を
決
定
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
十
三
世
紀
後
牢
の
小
ア
ジ
ア
の
歴
史
は
箪
な
る
「
地
域
史
」
に
と

ど
ま
る
こ
と
を
許
さ
れ
ず
、
否
態
な
し
に
「
世
界
史
」
の
流
れ
に
結
び
附
け
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
小
ア
ジ
ア
の
欣
況
を
象
徴
す
る
事
件
と
し
て
カ

イ
カ
l
ウ
ス
と
タ
ル
チ
・
ア
ル
ス
ラ
ン
兄
弟
の
開
の
ス
ル

タ
l
ン
位
争
い
が
翠

げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
カ
イ
カ
l
ウ
ス
は
そ
の
生
涯
を
ク
リ
ミ
ア
で
彩
っ
た
事

貧
が
一
示
す
よ
う
に
、
以
前
か
ら
キ
プ
チ
ヤ
ク
草
原
の
ジ
ュ
チ
・
ウ
ル
ス
と
の
交

渉
が
存
在
し
た
し
、
一
方
ク
ル
チ
・
ア
ル
ス
ラ
ン
は
初
め
大
カ
ン
の
グ
ユ
夕
、

後
に
は
イ
ル
汗
園
の
側
か
ら
の
後
押
し
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
カ
イ
カ
l
ウ
ス
と

タ
ル
チ
・
ア
ル
ス
ラ
ン
は
共
に
凡
庸
な
人
物
で
あ
っ
た
が
、
ル
ー
ム
・
サ
ル
タ

ナ
ト
の
有
力
な
イ
ラ
ン
人
官
僚
が
爾
仮
に
分
れ
、
カ
イ
カ
l
ウ
ス
側
に
は
シ
ャ

ム
ス
ッ
デ
ィ

1
ン
・
イ
ス
フ
ァ
ハ

l
z
l
、
ク
ル
チ
・
ア
ル
ス
ラ
ン
側
に
は
パ

ル
ヴ
ァ

i
ネ
宰
相
が
つ
い
て
サ

ル
タ
ナ
ト
の
園
政
を
左
右
し
た
こ
と
や
モ
ン
ゴ

ル
人
に
援
助
さ
れ
た
タ
ル
チ
・
ア
ル
ス
ラ
ン
に
反
媛
し
て
ト
ル
コ
マ
ン
は
カ
イ

カ
l
ウ
ス
側
を
支
持
し
た
こ
と
は
兄
弟
の
ス
ル
タ
l
ン
位
争
い
を
政
治
史
の
一

貫
し
た
硯
黙
と
す
る
こ
と
で
十
三
世
紀
後
牢
の
小
ア
ジ
ア
の
諸
事
件
を
解
明
す

る
糸
口
が
開
け
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
兄
弟
聞

の
ス
ル
タ
l
ン
位
争
い
は
何
よ
り
も
サ
ル
タ
ナ
ト
の
権
威
を
下
落
さ
せ
、
モ
ン

ゴ
ル
人
に
劃
す
る
抵
抗
の
カ
を
奪
い
、
セ
ル
ジ
ア
ー
ク
朝
の
ル
l
ム
・
ザ
ル
タ

ナ
ト
を
滅
亡
さ
せ
る
最
も
大
き
な
直
接
的
原
因
と
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い

‘。
ふ

μ
以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
筆
者
は
今
後
二
人
の
兄
弟
の
ス
ル
タ

1
ン
位
争
い

を
政
治
史
の
中
心
に
据
え
て
十
三
世
紀
の
小
ア
ジ
ア
の
歴
史
を
考
察
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

p
b
 

k
d
 

III 

最
後
に
十
三
世
紀
の
小
ア
ジ
ア
の
歴
史
を
考
察
す
る
上
で
必
要
な
幾
つ
か
の

史
料
に
燭
れ
て
お
き
た
い
。
ト
ル
コ
の
有
名
な
歴
史
皐
者
玄
・
同
り
C
包
町
内

ouzz

は
E
〉
回
向
w
n
T
L
ロ

ω丘
町
ロ
E
C】
曲
コ
吋

MEr--2ロ
ペ
南
山
口
穴
3
、
国
防

E
R
M・-
(
叫

4

・
叫
4
.

h
・
切と町内

H
3・
円
安
〈
口
白
血
可
M
M
F
S色
所
冊
以
)
の
中
で
セ
ル
ジ
ュ

1
ク
朝
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期
の
小
ア
ジ
ア
史
に
関
す
る
現
地
史
料
を
列
血
申
し
て
詳
し
い
解
説
を
加
え
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
史
料
の
う
ち
十
三
世
紀
の
小
ア
ジ
ア
に
関
す
る
主
要
な
も
の
と

し
て
次
の
三
つ
の
ベ
ル
シ
ャ
語
史
料
を
傘
げ
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

C
H
rロ
∞
目
Z
-
n
N
N
'
h臣、白書帆
hah-hNb.GQ
b
ミ
・
門
、
吉
田
、
.ANN・晩、占有
GRH-

N)

田
内
民
間
日
早
口
阿
国
玄
与
E
E
〉
』
包
『

s
f
h
h
R
h
b
w
E
E
H
b
F
k
t
b
v
F晶
、

E
Q
』

h
R
h
h
h
y
司
Q
H
-
b
E
U宅
晶
、
.

ω〉
著

者

不

明

叫

RH
ゴト
F
P
N
b
ど
匂
Q
A
V
S
-

。
の
イ
プ
ン
・
ビ

l
ピ
l
の

と

'
b
g
h吉
之
:
:
は
ル

l
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト

に
関
す
る
史
料
と
し
て
最
も
有
名
な
も
の
で
、
す
で
に
一
九

O
二
年
同
N
R
2
N
h

b
な
ミ
2
2
h
b
h凡忘

b
hwF
g
h
a
z
b
h
'
Vミ
K
2
2
R
P
M
の
第
四
巻
と
し
て

ζ
・
吋
}
f
z
z
z
B
m
w
に
よ
り
テ
キ
ス
ト
が
刊
行
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
こ
の
テ

キ
ス
ト
は
ヨ
R
E
S
E
w
-
の
名
で
知
ら
れ
る
一
種
の

「
要
約
」

を
も
と
に
し
た

も
の
で
あ
り
、
イ
ス
タ
ン
プ
ル
の
ア
ヤ
・
ソ
フ
ィ
ア
所
蔵
の
原
テ
キ
ス
ト
は
一

九
五
六
年
〉

E
S
ω
包
長
印
刷
F

に
よ
り
ト

ル
コ
歴
史
四
年
協
合
同
(
け
吋
・
穴〉

⑪
 

か
ら
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
で
刊
行
さ
れ
た
。
著
者
は
本
名
を
巳
・
恒

5
ミ
ロ

r
z

p
A
Z
吉
日
自
主

ω
ケ
玄
E
M
E
w
と・

γ
a
pユ
丘
町
河
口
間
宮
内
町
と
言
う
が
、
そ
の
母

g
z
p白

Z
Eと

M

目
白
が

ル
l
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
の
宮
廷
で
占
星
家
と
し
て
よ
く

知
ら
れ
た
女
性
で
あ
っ
た
た
め
イ
ブ
ン
・
ピ
l
ピ
!
と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
て
い

る
。
イ
プ
ン
・
ピ

l
ビ
ー
が
自
ら
の
父
母
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ

れ
ば
、
母
親
の
ビ
l
ピ
l
・
ム
ナ
ッ
ジ
マ
は
イ
ラ
ン
の

Z
Z
E司
回
『
、
父
親

沼田』

ι
巳

'
U
Z
冨
ロ
官
ヨ
自
民
、
H

，R
』
日
削
ロ
は

E
C削
ロ
の
出
身
で
あ
る
と

い
う
。
雨
親
共
に
ホ
ラ
ズ
ム
シ
ャ
l
』
己
主
巳

-
U
Z
に
仕
え
て
い
た
が
、
彼

の
滅
亡
後
(
一
二
三
一
)
ダ
マ
ス
タ
ス

へ
落
ち
の
び
て
い
た
と
こ
ろ
を
嘗
時
の

ル
l
ム
の
ス
ル
タ

l
ン
、
カ
イ
ク
バ

l
ド

I
世
に
乞
わ
れ
て
ル

l
ム
・
サ
ル
タ

ナ
ト
に
仕
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
イ
プ
ン

・
ピ
l
ピ
l
の
父

去
と
ι

ω
一-
U
Z
は
回
暦
六
七

O
年

ω
E
d
E
月
(
西
暦
二
一
七
二
年
三
月
)
に
浪
し

⑫
 

た
こ
と
が
史
料
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ア
ヤ
・
ソ
フ
ィ
ア
所
蔵
官
同
本
を
刊
行

し
た
開
R
F
に
よ
れ
ば
、

潟
本
の
作
成
は
、
六
七
九
〈
一
二
八

O
/
一
〉
年
で

あ
る
。
こ
の
史
料
は
ル
l
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
の
歴
史
を
研
究
す
る
上
で
最
も
基

本
的
か

つ
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

z
z
z
E釦
が
校
訂
し
た
若
E
bha豆
、

(
作

成
時
期
は
六
八
一

1
i
六
八
四
/
一

二
八
二

i
一
二
八
六
)
の
他
、
オ
ス
マ
l
ン

朝
の
豆
日
包
日
世
(
一
四
二

O
l五
一
)
の
治
世
に
は

J
P
N
g白白
E
n
E叫

に
よ
っ
て
古
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
語
へ
の
翻
誇
が
作
ら
れ
た
。
後
世
の
史
家

玄
E
と』

=HH
∞
自
主

(
一
七

O
二
年
後
〉
の
著
作

停
止
遣
円
札
'
U
R
E
Q
N
の
ル
ー

ム

・
サ

ル
タ
ナ
ト
に
閲
す
る
部
分
は
イ
ブ
ン

・
ビ
l
ピ
ー
が
利
用
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

の
カ
リ

l
ム
ッ
デ
ィ

l
ン
・
マ
フ
ム

l
ド
・
ア
ク
サ
ラ

l
イ
l
の

h
h
E
h
-

吉

司

ミ

:
:
は
七
二
三
ハ
一
三
二
三
)
年
、
首
時
の
イ
ル
汗
園
の
ル

l
ム
太
守

、H
J
S
口
門
叶
営
r
Z口
三
口
の
た
め
に

書
か
れ
た
も
の
で
、
ア
ヤ
・
ソ
フ
ィ
ア

(
七
三
四
/
一
三
三
一
一
一
|
四
に
作
成
)
と

JPヨ
の
ω
旦
(
七
四
五
/
一
一
一
一
四

四

l
五
に
作
成
)
に
二
種
類
の
篤
本
が
現
存
す
る
。
テ
キ
ス
ト
は
一
九
四
四
年

オ
ス
マ
ン
・
ト
ウ
ラ
ン
の
校
訂
で
吋
・
吋
・
穴
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

こ
の
史
料

は
ス
ル
タ
l
ン
・
カ
イ
ホ
ス
ロ
ウ

E
世
の
死
後
(
一
二
四
五
)
の
ル
l
ム
・
サ

ル
タ
ナ
ト
に
関
す
る
最
も
詳
し
い
史
料
で
あ
り
、
特
に
イ
ブ
ン
・
ピ
l
ピ
!
の

と
み
さ
雪

L
:
:・
の
記
述
が
一
二
八

O
年
で
終
っ

て
い
る
の
で
、
こ
れ
以
後
に

関
し
て
は
最
も
重
要
な
史
料
で
あ
る
。

の
作
者
不
明
の
「
セ
ル
ジ
ュ

l
p
朝
史
」
は
七
六
五
/
一
一
一
一
六
一
ニ
|
四
年
の
事

件
ま
で
を
記
し
た
短
い
史
料
で
寓
本
は
パ
リ
の
∞
F
r
o
H
F
2
5
Z
E
F
O
E
-
o

に
あ
る
。
一
九
五
二
年
ト
ル
コ
の
句
・

2
・
C
N
Z
r
に
よ
り
こ
の
穏
本
の
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
版
テ
キ
ス
ト
と
ト
ル
コ
語
誇
が
刊
行
さ
れ
た
。

-156ー



以
上
、
三
つ
の
ベ
ル
シ
ャ
語
史
料
の
他
、
十
三
世
紀
の
小
ア
ジ
ア
に
関
す
る

同
時
代
史
料
と
し
て
は
パ
ー
ル
・
へ
ブ
ラ
エ
ウ
ス
の
「
編
年
誌
」
の
マ

sa日・

、
F
ハ
宅
が
翠
げ
ら
れ
る
。
こ
の
史
料
は
一
一
一
一
一
五
|

一
一
一
一
一
六
年
小
ア
ジ
ア
東

南
部
の
町
マ
ラ
ト
ヤ
に
生
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
パ
l
ル
・
へ
プ
ラ
エ
ウ
ス
に
よ

っ
て
シ
リ
ア
語
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ド
l
ソ
ン
の
「
モ
ン
ゴ
ル
帝
闘

史
」
の
中
で
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
が
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
事
ば
か

り
か
、
ト
ル
コ
マ
ン
や
ル
l
ム
の
ス
ル
タ
1

ン
に
関
す
る
記
述
、
も
少
く
な
い
。

テ
キ
ス
ト
と
共
に
円
〉
・
4
〈
・
回

E
m
o
に
よ
る
英
誇
が
一
九
三
二
年
に
刊
行

さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
七
六
年
に
再
版
さ
れ
て
入
手
し
易
く
な
っ
た
。

こ
の
他
に
も
小
ア
ジ
ア
周
迭
の
諸
圏
の
史
料
中
に
ル
l
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
に

言
及
し
た
部
分
も
少
く
な
い
が
、
こ
こ
で
は
以
上
、
筆
者
が
利
用
し
う
る
限
り

の
政
治
史
に
関
す
る
現
地
史
料
を
奉
げ
る
に
と
ど
め
る
。

向
、
最
近
、
清
水
宏
祐
氏
に
よ
り
∞

E
E
m『
3

Z

S

F
ご

Z
帥

Z
E
g

(
「
イ
ス
ラ
ム
文
化
研
究
」
十
二
集
・
東
京
外
園
語
大
皐
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言

語
文
化
研
究
所
、
一
九
七
九
)
が
出
さ
れ
た
。
緒
言
に
お
い
て
氏
は
将
来
、
寓

本
類
を
含
め
た
史
料
の
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
編
む
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、

完
成
が
待
た
れ
る
。
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註①
ト
ル
コ
共
和
園
の
拳
者
た
ち
は
〉

E
品

OZω
己
2
r
E
Z
2
と
呼
ぶ
。

史
料
中
で
一
般
に
用
い
ら
れ
る
の
は

ω主
玄

E
Z
河
口
ヨ
す
な
わ
ち
ル

ー
ム
・
サ
ル
タ
ナ
ト
(
ス
ル
タ
l
ン
政
権
〉
と
い
う
表
現
で
あ
る
。

②
こ
の
人
物
の
名
前
に
つ
い
て
は
専
論
が
あ
る
。
〉

EN--メ
E
S
ペ
与
・

m
z
w
E
P
o吃
5
5
包

Hu・
2
内同町主
NR
入
山

E
守
、
遺

Q
N
Q
3
b
q
s
hこ回目・

5
ご
所
載
)
こ
の
中
で
は
ア
ラ
ブ
文
字

0
4，F
F
A
加
で
表
わ
さ
れ
る
こ

の
人
物
の
名
に
つ
い
て
三
つ
の
讃
み
方
の
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
私

は
こ
の
う
ち
従
来
か
ら
採
用
さ
れ
て
い
る

0
5ー
巳
白

H
z
r
q幸
一
帽
を
取

っ
た
(
者
)
」
の
意
)
の
讃
み
方
が
最
も
泊
嘗
と
考
え
る
。

③

阿

国

司

帥

J
-

と

ο三
色
白

z
r
の
死
に
つ
い
て
は
清
水
宏
一服

「
イ
プ
ラ
l
ヒ

-
ム
・
イ
ナ
l
ル
と
イ
ナ
l
リ
ヤ
l
ン
」
(
『
イ
ス
ラ
ム
世
界
』
十
鋭
、

一
九
七
五
〉
に
言
及
が
あ
る
。

④
十
三
世
紀
ア
ナ
ト
リ
ア
東
南
部
の
マ
ラ
ト
ヤ
に
生
れ
た
パ
ー
ル
・
へ
プ

ラ
エ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、
ト
ル
コ
マ
ン
の
一
老
人
切
削
冨
円
相

f
E
は
自
ら
を

『
g
己
(
使
徒
)
と
稽
し
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
を
嘘
つ
き
で
あ
る
と
言
い
、
こ

う
し
た
彼
の
教
え
は
ア
ナ
ト
リ
ア
の
中
央
部
か
ら
東
部
へ
か
け
て
の
地
域

に
居
住
し
て
い
た
ト
ル
コ
マ
ン
の
聞
で
急
速
に
由
固
ま
り
、
反
飢
に
設
展
し

た
と
い
う
。

⑤
こ
の
本
は
後
に
増
補
さ
れ
て
ゴ
ル
ド
レ
フ
ス
キ
ー
の
四
巻
本
選
集
の

第
一
巻
に
採
録
さ
れ
た
。
切
・
〉
・
『
，
o
-
v
h
H
母
国
内
民
国
出
・
ミ
也
、
む
さ
h
F
誌

の
o
gミ
言
回
・
-
『
O
冨

H

・
3
0宗
国

p
g
g・

⑤

-
F
H
Z
E
E
-ロ
玄
各
自

E
-
』
h
a
b吉
司
ミ
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